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前報告においては、長野県松本市周辺における寒冷

地冬期スパイクタイヤ車道粉塵の環境および健康影響

に関する研究についての調査・測定の一部を報告した。

大気汚染に関係した粒子状物質を化学分析するにあた

って、重要な点は、その粒径とそれぞれの化学組成を明

らかにすることであるとされている。

スパイクタイヤ粉塵についても、すでに走査一分析

型電子顕微鏡による分析の報告ト引がいくつかなさ

れている。長野県および松本市においてもスパイクタ

イヤ装着率、浮遊粒子状物質、降下ばいじん量、道路

粉じん量、車内外での粉じん比較が行われてきている。

さらに、道路粉じんの極微量分析調査が PIXE法

(名古屋大学工学部原子核工学科雨宮 進先生、名古

屋大学3.75MVパンデグラフ加速器粒子励起X線分

析法による大気浮遊粉じん調査が行われている)の新

しい手法を採用して、昭和60、61年に試みられた結果、

大気浮遊粉じん中の寄与率は、スパイク粉じんが約

50%、土壌が約30%、排気ガスが約20%と試算され、 Al，

Si， Ca， Fe等4元素は粒径が小さくなるに従って、急

速に濃度が減少するのに対して、 S， Clはほとんど減

少することがなかったとされている九

今回、我々は昭和62年度冬期の松本市内の降下ばい

じん 2検体について、平成元年5月に EPMA測定す

る機会があり、当地区粉塵の形態と組成について理解

を深めることを試みた結果、降下ばいじんの中にも 5

μm付近の粒子もかなりみられること、土壌・鉱物由来

のSi，Al ばかりでなく、 Ca，Sの多い特徴的形態の粒
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子を見出したのでその一部を報告する。

採取された降下ばいじん試料は、前報の No.91(昭

和62年12月1日より昭和63年 1月4日までに集められ

たもので、同時期松本市内60か所の試料としては最高

の74.1t /回/30日で、国道254号より約300m東の温

泉街主要道路直近 2階ベランダ)と、 No.6 (昭和63

年 1月11日より昭和63年 2月12日までに集められたも

ので、ばいじん量としては52.3t /krn'/30日で、比較

的交通量は少ない地域であった。ここは、南約800mに

国道158号、北へ約1.2kmに国道147号と JR大糸線があ

り、 2車線道路に面した 2階ベランダである)である。

EPMAの測定条件は既報5)に準じた。すなわち、測

定装置は、目立S-700SEMにKevex.7000 EDXを備

えたものであり、測定方法としては、まず、二つの試

料をそれぞれ両面粘着テープでアルミ製の試料台に固

定し、炭素蒸着を行い、試料を導入し、 SEMより各試

料について任意(ラン夕、ム)に10粒子を選んで像観察

し、写真をとってからスベクトル測定を行った。

エミッション電流は 1-2 μAで、加速電圧は20

kV，試料傾斜角は200で、行った。積算時間は一様で、は

なかったが、十分なカウント数 (1万5千-2万)が

えられ、スベクトルが鮮明になったところを終了とし

た(5分間程度)。スベクトル図の横軸は、エネルギ一目
タテ

盛で0-20keV， 縦軸はカウン卜数である。 MAX値

は最大ピークのカウント数である。粒別測定はそれぞ

れの粒子の中心部の0.05XO.05μm範囲をスキャン測

定している。



寒冷地冬季スパイクタイヤ車道粉塵の健康影響

試料 No.91と No.6の EDS，SEMのデータの一例を Fig.1， 2に示した。
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Fig.lー 1The spectrum of a No. 9 1 sample with an energy dispersive X-ray spectrometer ( EDS ) 

5i 

AI 

Fig.2ー 1The spectrum of a No. 6 sample with an energy dispersive X-ray spectrometer ( EDS ) 
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Fig.1 -2 Photograph of a No. 91 sample. witna 

scanning electron microscope ( SEM ) 

基本的には、土壌・鉱物起源粒子(Si， Al， Fe， Sな

ど)が主に考えられるが、 Fig.1からは、 Caが強〈

認められており、前報で示したようにカウンターイオ

ンの Clーが検出されており、融雪剤の寄与とともに、

Al， Si， S， Ca， F巴の各ピークからタイヤゴムの存在も

推定される 5)。また、 Ca，Si， Sなどが主成分とされて

いるのでコンクリート系建材の起源とも推定される九

一方、 Caが主成分で、この他に S，Si， Fe， Tiを含有

していることからアスフアルト舗装材の存在も推定さ

れる九 SEM像からは、かなり角ばった粗大長形粒子

の存在が特徴としてあげられる。

Fig.2の SEM像は極めて特徴のある球形の多孔性

粒子が見出されている。ここでは、 Sが主成分である

ことを加味して土壌粒子とともに BまたはC重油燃焼

ボイラー由来のものと推定される九

Fig.1および2から明らかなように、本 EPMA法

は、粒子の粒径形状とともに、構成元素の組成、主成

分、比率など極めて有用なデータを提供することが明

Fig.2 -2 Photograph of a No. 6 sample with a 

scanning electron microscope ( SEM ) 

らかとなった。今後さらに、標準的試料によるデータ

の確保、クラスター分析、ケミカルマスバランス法によ

る発生源の推定、寄与率の解析など検討を加え、前報で

報告したような、陰イオンのイオンクロマトグラ

フィーなどのデータをも含めて考察する‘ことによって、

スパイクタイヤによる車道粉じんの実像が一歩づっ解

明されていくものと考えられる。これらの中にあって、

X線分光学的手法は、粉じん粒子そのものの化学分析

の手段として有用で、あり、粉じんの生体影響を一歩進

めてさらに、団体表面の特性と対応づけて行くために

も極めて重視されるものの一つである。多くの研究手

法の導入と研究者の参画か望まれている分野であると

考えられる。

終わりに、試料採取に協力していただいた昭和62年

度学 Iフィールドワーク調査参加者諸君に深謝します。

本研究は、昭和62年度信州大学特定研究(代表者村山

忍三医学部衛生学講座主任教授)の一環として行われ

たものであり O，関係各位に深謝します。
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